
そして、これらの体験をしたことで、より視野が

広がり、いろいろなことを考えるようになります。

見た目は変わっていないように見えても、内面は

少しずつ変っているのです。 

実際に、「天使のにもつ」 

の風汰君も、学校での行動 

には変化がないように見え 

ますが、こんな体験を多く 

経ることによって風汰君は､ 

これから変わっていくのだ 

ろうなあと、想像させると 

ころで物語は終わります。 

2 年生の生徒たちも、職 

場体験で、多くのことを学 

んで成長につなげてくれることを期待していま

す。 

また、書評座談会にも参加してほしいと思いま

す。パネラ－として発表してくれても、作者のいと

うみくさんに、質問したり、サインをもらったりし

ても良いし、他の参加者の意見を聞くだけでも良

いと思います。 

シリアの内戦の中で、焼け残った本を集め、ビル

の地下に秘密の図書館を作っていた若者たちがい

ました。自分の命の危険がある中で、なぜ、多くの

本を救い出し、図書館を作ったのかと、外国の記者

から取材で尋ねられた、その若者たちの一人は、 
 

「身体に栄養が必要なのと同じように、心にも栄

養が必要なのです。」 
 

と、戦場だからこそ、人間らしい心を取り戻せる読

書が必要なのだと語っています。 

実際に何かを体験することや、読書でいい本と

巡り合うことは、経験や知識として、心に栄養をも

たらし、人を豊かにしてくれます。 

今月は、文化発表会、職場体験、修学旅行などの

大きな体験活動が続きます。読書週間も始まりま

す。色々な体験をたくさん積み、いい本を読んで、

心にたくさんの栄養を補給し、より豊かで魅力あ

る人をめざして成長していって欲しいと思いま

す。 
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10 月号 

○自 学 ・自 立 

○思いやり・感謝 

○鍛 錬 
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第 2 回進路説明会（10/8） 

先日、今年の杉並区中学生書評座談会の課題図

書になった、いとうみくさんの「天使のにもつ」(童

心社)を読みました。生き生きとした中学生や幼児

たち登場人物の姿が、楽しく、昨年、野間児童文芸

賞を受賞した、同じ作者の「朔と新」も読んでみま

した。こちらも、読みながら、兄弟の心の働きや、

親子関係、障害についてなど、いろいろなことを楽

しく考えさせられる本でした。 

 「天使のにもつ」は、興味の無かった職場体験の

仕事先に、「子どもと遊んでいればよくて楽できそ

う」と、保育園を選んだ主人公斗羽風汰の、職場体

験前日からの 1 週間の体験を綴ったお話です。 

 読む前から想像できる、楽をするために選んだ

職場が、実は…という展開になるわけですが、その

ような中で、日常の生活も含めて、風汰が様々な人

と出会い、多くの体験をして、いろいろなことを感

じていくところが、笑わせながら、考えさせてもく

れます。 

 本校でも、10 月 26 日(火)から 3 日間職場体験

を行います。コロナ禍にもかかわらず、ご協力いた

だいた事業所の皆様には、心から感謝申し上げま

す。生徒たちには、体験から、多くのことを学んで

きて欲しいと思います。 

 体験で得られるものには、二つあると思います。 

一つは、実際に自らがやって体感したという経

験です。頭でわかっていても、実際にやって改めて

よくわかったとか、やってみると違ったというこ

とはたくさんあります。先日の文化発表会舞台の

部でも、杉並公会堂で、歌いやすさや音の響きを体

感して、どんどん練習の歌声がよくなっていくの

が音楽の素人の私にもよくわかりました。 

二つ目は、役割や責任を果たすことで得られる

自信です。これも、頭でわかっていても、実際に体

験していく中で、やりがいや難しさが分かり、達成

感も味わえます。朝礼で、「誰かがどこかで見てい

てくれる」話をしましたが、見られていようがいま

いが、思うようにいかないことを乗り越えて、自分

に向きあって、自分の責任をしっかり果たすこと

で、自分を認めることができ、自信が持てるように

なります。 

  

心に栄養を与えるもの－経験と読書－ 
校長 辻 成一郎 

 

 



 
 

 

             2 年ぶりに「合唱コン」が帰ってきました。9 月 27 日（月）から「文化発表会舞台の部」（合唱 

                  コンクール）の特別練習が始まりました。「換気」「三密回避」「消毒」を合言葉に、各 

                  学年、クラスで工夫をしながら、練習に励みました。 

 

 

 

 

                 実行委員会が当日使用する「めくりプロ」と「スローガン」を作成して 

くれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年ぶりに行われる合唱コンクール。昨年度は本校アリーナで各クラスの合唱をお披露目する形でした。 

１・２年生は杉並公会堂のステージに立つのは初めてでしたが、全クラス全力で合唱することができました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東京都中学校英語スピーキングテスト事業による英語プレテストが、 

９月２５日（土）に３年生対象に実施されました。これは令和 4 年度 

から都内全公立中学校の 3 年生の生徒に対し、「中学校英語スピーキン 

グテスト」を実施し、その結果を都立高校入試に活用する予定であり、 

今年度はそのプレテストでした。中学校における「話すこと」の指導の 

充実と、高校での「使える英語力」育成の充実を目指しています。 

                             

 9 月 28 日（火）に生徒会本部 

役員の引き継ぎが行われました。 

今回は全員が入れ替えになりましたので、この引き継ぎは重要になります。昨年度から今年 

度前期までの生徒会本部役員の皆さん、コロナ禍の中での活動は苦労したと思います。お疲 

れ様でした。先日当選した新しい生徒会本部役員の皆さん、松溪中の伝統を引き継ぎながら、（前列：新役員、後列：旧役員） 

新しい時代の松渓中生徒会を目指してください。                     

                     9 月 28 日（火）の 6 校時の終わりに「校内に不審者が侵入した」とい 

う想定の避難訓練を実施しました。今から 20 年前に大阪で発生した小学 

校での事件を教訓にして、学校では災害時の避難訓練だけでなく、このような訓練も行っています。 

この日は杉並警察署スクールサポーターの方に「不審者役」

を演じていただき、教員の対応する姿を teams で、各教室に

生配信を行いました。「合い言葉」が放送で流れると、教室の

出入口に机、椅子でバリケートを作り、不審者の動きを見て、 

１階の教室にいる生徒たちは外からアリーナに避難しました。２・３階の生徒たちは、その様子をリアルタイムで確

認します。その後、杉並警察署の方からの講演をいただき、訓練は無事に終了しました。このようなことが実際に起き

ないことが一番ですが、不測の事態に備え、訓練を実施し、「常に安全な学校」を目指していきます。 

 

最優秀賞 
【１年】 Ａ組 「My Own Road –僕が創る明日-」「HEIWA の鐘」 

【２年】 Ｃ組 「時の旅人」 「心の鐘」 

【３年】 Ａ組 「大地讃頌」 「はじまり」 

最優秀指揮者賞 
【１年】大友美瑠（１Ａ）【２年】該当者なし【３年】野田 希（３Ａ） 

 
 

 



 

                     学校支援本部の皆さんに協力を 

していただき、昨年度の卒業生が高校受験時のアドバイスをまとめた「卒業生か 

らのメッセージ」が現在、１階に掲示されています。実際に高校受験をした先輩 

からのアドバイスですので、真実味が伝わってきます。３年生はもちろんのこと、 

１・２年生もぜひ読んでみてください。 

 

 

（１）令和３年度杉並区中学校陸上競技選手権大会兼東京都中学校支部対抗陸上競技大会予選会（９月２５日実施） 
■男子総合３位、女子総合２位、男女総合３位。 

■共通男子 400 ㍍走･･･優勝（東京都大会出場決定） 西地欧輔（3 年） 

■1 年男子 100 ㍍ﾊｰﾄﾞﾙ･･･優勝（東京都大会出場決定） 辻 晴人（1 年） 

■3 年男子砲丸投げ･･･優勝（東京都大会出場決定） 石黒慧太（3 年） 

■2 年女子 100 ㍍走･･･優勝（東京都大会出場決定） 平井菜結（2 年） 

■1 年男子 4×100 ㍍リレー･･･優勝（東京都大会出場決定） 浅野藍芹、矢本航大、中尾悠太、辻 晴太 

■1 年女子 4×100 ㍍リレー･･･優勝（東京都大会出場決定） 篠澤 都、池田夏埜、岡田恵理、近澤凜音 

■共通女子 4×100 ㍍リレー･･･優勝 篠澤舞子（3 年）、内藤千里（3 年）、平井菜結（2 年）、山本真由（2 年） 

■3 年男子 100 ㍍走･･･2 位（東京都大会出場決定） 山口 駈（3 年） 

■1・2 年男子砲丸投げ･･･2 位 矢本航大（1 年） 

■1 年女子 100 ㍍走･･･2 位（東京都大会出場決定） 岡田恵理（1 年） 

■1・2 年女子走幅跳･･･2 位（東京都大会出場決定） 山本真由（2 年） 

■1 年男子 100 ㍍ﾊｰﾄﾞﾙ･･･3 位 浅野藍芹（1 年） 

■3 年女子 800 ㍍走･･･3 位 花井陽歩（3 年）       
■共通女子 1500 ㍍走･･･3 位 髙橋花美（1 年）       

■1 年女子 100 ㍍ﾊｰﾄﾞﾙ･･･3 位 金子ひなの（1 年）    

■3 年女子 100 ㍍ﾊｰﾄﾞﾙ･･･3 位 内藤千里（3 年） 

■３年女子走幅跳･･･３位 谷浦花怜（３年） 

（２）足立区秋季陸上競技大会（１０月１０日実施） 

■１年男子 100 ㍍ﾊｰﾄﾞﾙ･･･優勝 辻 晴太   ■1 年男子走幅跳･････2 位 辻 晴太 

■2 年女子 100 ㍍････････2 位 平井菜結   ■2 年女子 100 ㍍････7 位 山本真由 

■2 年女子走幅跳･･････････７位 山本真由    ■1 年女子 100 ㍍･･･8 位 岡田恵理 

（３）第 74 回東京都中学校支部対抗陸上競技選手権大会（東京都大会：10 月 16 日、17 日） 
■1 年男子 100 ㍍ﾊｰﾄﾞﾙ･･･3 位 辻 晴太  

■1 年男子４×100 ㍍リレー･･･6 位 山岸 逞、矢本航大、中尾悠太、辻 晴太 

 

 杉並区秋季サッカー大会                  杉並区秋季バレーボール大会 

 

■対松ノ木中戦 ０－１惜敗（9 月 23 日）        （9 月 26 日）6 位（ブロック大会出場ならず）             

■対高南中・和田中・富士見ヶ丘中（合同チーム）戦 

   ４－０勝利（9 月 26 日） 

■対高井戸中戦１－１（PK 戦にて敗退）（10 月 10 日）               杉並区秋季ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会 

■対杉森中戦１－２ 惜敗（10 月 16 日） 

                            【男子】一次リーグベスト８（シード権獲得）（9 月 26 日） 

                  【女子】一次リーグベスト１６（10 月 3 日） 

           第 3 ブロック大会（10 月 10 日・17 日）  

【男子】団体戦 1 回戦 武蔵中（練馬区） 勝利 

    団体戦 2 回戦 練馬区立三原台中 敗退 

    団体戦敗者復活戦 杉並区立泉南中 勝利、練馬区立開進第三中戦 勝利（東京都大会出場） 

 【女子】団体戦 1 回戦 練馬区立三原台中・谷原中（合同ﾁｰﾑ）戦 敗退 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

１１月の予定 

 １日（月）修学旅行 2日目 生徒集会 

 ２日（火）修学旅行最終日  

 ３日（水）文化の日 

 ４日（木）３年振替休日 

 ５日（金）質問教室 避難訓練 

 ８日（月）朝礼 質問教室 

 ９日（火）質問教室 

１１日（木）質問教室 

１５日（月）定期考査（数、国、保体） 

１６日（火）定期考査（社、技家、音） 

１７日（水）定期考査（英、理、美） 

 

 

  

 

 

 
１８日（木）４時間授業（給食あり） 

      １５:００～部活動再登校 

１９日（金）１年食育出前授業 

      ３年受験用写真撮影 

２０日（土）土曜授業 

２３日（火）勤労感謝の日  

西田の丘フェスティバル（吹奏楽部） 

２５日（木）専門委員会 

 


